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Where good things grow.
その芽は、まだ小さい。
風に吹かれ、雨を待ち、太陽の熱さにその身をあずける。
そしていつか、枝をつけ、葉を繁らせ、
強く太い幹となる日を夢見ている。
人は芽だ。この地は芽だ。そしてつながりは芽だ。
いまは幼い芽だけれど、未来の大樹を隠し持つ芽だ。

Where good things grow.
この地ではじまる、芽ぐみ。
ここから、よきものが伸びてゆく。
いくつもの芽が育ち、やがては大きな森をつくっていくだろう。

Where good things grow.
わたしたちは、この地の芽吹きのために、
未来に希望の森を見るために、
厳しくも優しい風になろう。
慈しみの雨になろう。
そして、なによりも熱い太陽になろう。

Where good things grow.
きっと、芽吹く。
前橋の大地の下にはたくさんの種が、そのときを待っている。
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まちづくりのビジョン めぶく。 1



共創のまちづくりの経緯

2016 | 太陽の会発足

2019 | 前橋デザインコミッション設立

2019 | アーバンデザイン作成

2022 | 夏のDigi田甲子園
アイデア部門 優勝 めぶくEYE

2022 | デジタル田園都市国家構想
TYPE-3 ＆ TYPE-2（群馬県申請）採択

2020 | 先進的まちづくり大賞受賞

めぶくグラウンド株式会社
設立

●民間主導による
まちづくりの
ビジョン制定

●白井屋ホテル開業

●太陽の鐘設置

●前橋イベント開催

●前橋まちなかまちづくりファンド設立

実装部門 準優勝 マイタク
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アジェンダ

⚫交通デジタル基盤 MaeMaaS

⚫共助と参画、信頼の基盤 めぶくID
めぶきを支える めぶくグラウンド(株)
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前橋のＩＣＴまちづくりの基本思想

• 個人にまつわるデータは、本人の手元へ
• 誰に見せるか、見てもらいたいか等の本人の意思を確実に

→ 本人であることを電子的に確実に認証
⇒ マイナンバーカード活用
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マイナンバーカード１枚でできること “前橋モデル”

母子健康情報から始まるＰＨＲ

災害対策

救急時利用

健康保険証・診察券のワンカード化

バイタル情報・お薬情報 多目的利用・交付支援

公共交通利用支援（マイタク）

病院・診療所の画像連携

●乳幼児健診や予防接種のデータ連携
●自治体情報配信
●お母さんのお楽しみ機能
●情報共有機能

●タクシー車内のマイナンバーカードを
タッチするだけで運賃割適用

●運行データを分析し交通政策に活用
●外出の目的である“通院”“買い物”の支援
●ＡＩ，自動運転との
連携

●マイナンバーカードで診察受付
●将来的にはオンラインで保険資格の確認

●患者はマイナンバーカードの本人認証を
用い医療機関間で情報共有

●ＣＴやＭＲＩ、検査結果などを画像として
情報連携

●日々のバイタル情報をマイナンバーカード
に紐づけて保存、閲覧

●電子お薬情報もマイナンバーカード連携で
情報紐づけ

●本人が意識をなくしてしまっていても、
救急時に必要な情報を救急隊に提供
（既往歴、連絡先、アレルギー等）

●救急隊は搬送先に情報を事前送付
●５Ｇとの連携でさらに高度化

●避難所にてマイナンバーカードでチェック
イン、避難者リストを瞬時に作成

●避難確認を家族にて共有
●災害に強い前橋市は５Ｇを用いさらに避難
者受け入れの高度化を

●郵便局でのマイナンバーカードの交付支援
●マイキープラットフォームと連携した前橋
ポイントの活用

●マイナポ、マイナポＡＰＩの活用

医療子育て

防災 交通

2016年策定 5



移動困難者対策としてタクシーの運賃補助
利用時にマイナンバーカードを活用

平成２８年１月

マイタク開始
紙利用券運用
（毎月約２万枚の紙券）

平成３０年１月

マイナンバー
カードと併用
スタート

令和４年４月

マイナンバー
カード運用
一本化

利用者のマイナンバーカード取得率

９２％超

移動困難者支援 マイタク 6



✓ 従来のバス・鉄道・タクシーなど
個々バラバラの交通サービスではなく、
スマホ１つでどれでも利用できる
定額パッケージ。

✓ 利便性に応じた料金体系を利用者が選ぶ。

✓ マイナンバーカードによる個人認証の
仕組みを取り込むことで、行政・民間を
問わず各種サービスとも連動。

✓ コンソーシアムを形成し、共同的な運営
により、データ共有や利益分配できる仕
組みを構築。

交通モードを超えた１つの融合サービス
～ どれかに乗る からどれでも乗れる 交通社会へ～

人々の足 地域交通の将来ビジョン 7



持続可能な地域交通に向けたMaeMaaSの実装 8

ＪＲ バス タクシー デマンド交通 シェアサイクル 他分野福祉デマンド

●自動改札機の
改修コストが
膨大

●対処方法は
今後もJR様と
協議

●一部、電子
読取を実施
予定

●全駅に電子
読取をとな
るとコスト
が見合わない

●県内バスに
ICカード読取が
できる車載器
が搭載

●Suica系、パスモ
系でデータの
紐づけができ
ない＝割引等が
電子的に不可

●タクシー側の
電子化の遅れ
⇒MaaSからの配車
システム導入予定

●車載器が搭載
されれば、
MNC認証も可

（将来はMaaSから
の一括決済も）

●電子読取、
市民割引、
電子決済、
が実装済み

●将来のサブ
スクを見据え、
2023年３月に
年齢割引を実施

●電子配車シス
テムの導入予定

●合わせてMNC
による属性認証
も搭載予定

●群馬県MaaSとし
て一体的な運用
がビジョン

●市民登録、
市民割引、
電子決済、
が実装済み

●今後は利用
登録をMaaS
と一体化を
検討

●ライトな読取
端末の普及

●ユーザ視点に
沿ったサービス
導線、コンテ
ンツの開発が
必要

データ共有、利益分配⇒データを活用する統合的な運用母体が必要

私鉄

交通モードを超えてデジタルでつなぐMaeMaaS



交通系IC×マイナンバーカードの認証連携 9



交通系ICカードとマイナンバーカードを連携し、交通系ICカード一枚で、高齢者・小児割引や
福祉割引など市民サービスとしての様々な割引料金の決済が可能となる社会を目指す。

マイナンバーカード×交通系ICカード連携の目指したい姿 10

※住所（市町村のみ）、生年月等を連携

マイナンバーカード

交通系ICカード
連携

小売

市民割引

地方自治体

公営施設利用時の市民
割引(美術館、博物館など)

「特定地域の居住者向けサービス」

地域交通機関

市民割引
フリーパス・共通定期
乗継割引 など

〇〇%
OFF

地域交通機関

敬老パス
小児割引

福祉割引 など

「特定年代向け等サービス」

※

マイナンバーカードに交通系ICカードが連携するメリット

①多くの方がお持ちの交通系ICカード（クレジットカードをお持ちでない学生等も利用可能）
②移動やお買いものなど様々なシーンで決済可能
③万が一交通系ICカードを紛失しても、再発行のうえ、再度マイナンバーカードとの連携が可能



実施地域 群馬県前橋市

実施主体 群馬県前橋市 人口 約33万人

事業概要

マイナンバーカードと交通系ICカードの連携により、年齢情報や住所地等の属性情報の資格判定を交通系ICカー
ド１枚で実施し、共通のクラウドシステム基盤を活用することにより、公共交通を利用した来客へのポイント付与や
商店での割引、路線バス乗車時の交通系ICカードをワンタッチでの属性割引運賃適用等、移動手段である公共
交通と移動先での決済を相互活性させるサービスを構築する。

取組内容

【マイナンバーカードをベースとした商業と交通の決済連携による地域活性化】

マイナンバーカードと紐付けた交通系ICカード認証/決済により、パーソナライズされた
公共交通の運賃と一体での商業サービスを実現する

※デジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装タイプ）
マイナンバーカード利用横展開事例創出型 前橋市申請事業
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・市街地商店等へ特定機種のスマートフォンを配布し、
市民や年齢、交通フリーパス利用者等パーソナルな認証に
応じた決済実施。
提供可能サービス例
・公共交通で来た利用者に対しての割引・ポイント付与サービス等

汎用的なスマートフォンを活用したパーソナル認証・決済

専用端末による決済

特定の端末に依存しない認証・決済社会へ

これまで

マイナポータル

自治体データ

路線バス

交通系ICカード１タッチで認証も割引決済も実施。
提供可能サービス例
・市民認証(市民割引)
・年齢認証(高齢者割引等)
・交通フリーパス等チケット認証

街ナカ店舗等

将来

マイナンバーカード×交通系ICカード連携

連携

（決済手段はユーザが選定）

データ連携基盤

属性
認証と
決済

まえばしくらしテック事業

イベント情報等

ぐんま共創モビリティ社会推進事業（群馬版MaaS)

MaaS関連データ（交通・決済等）



アジェンダ

⚫交通デジタル基盤 MaeMaaS

⚫共助と参画、信頼の基盤 めぶくID
めぶきを支える めぶくグラウンド(株)
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デジタルグリーンシティ 13



めぶくIDにより本人性・真正性が担保された情報を、本人同意に基づき活用することで、

利用者のニーズに合わせて一人ひとりに最適化された情報を提供し、各種サービスをレコメンド

• 60代男性

• 妻と二人暮らし
属
性

• 30代女性

• 夫、4歳と7歳の子供と四人暮らし

• 共働き

• 仕事と子育てで日々の生活に追われる

• 7歳の子供がアレルギーを持っているため食

事には気を使っている

• 4歳の子供が病気がちであり、職場をお休

みすることが多い

• 会社員としての生活も一段落し、第二の

人生を考えている

• 散歩やジム通い等を日常的に行いながら、

健康に過ごすように気を使っている

• 休日は読書をする時間が多い

• 20代女性

• 夫と二人暮らし

• 妊娠中のため産休を取得

• 妊娠中であるため安静に過ごしている

• 夫が平日は忙しいため、通院等は一人で

行くことが多い

• 子育ての悩みを抱えながらも、妊婦仲間が

増えずに困っている

関
心
・
趣
向

• 学校や保育園の情報を簡単に入手したい

• いざというときに預け先が欲しい

• 空いた時間で地域イベント等に参加したい

• 困っている人がいれば支援したい

• 便利に公共交通サービスを利用したい

• 悩みを共有できる仲間が欲しい

ニ
ー
ズ

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
イ
メ
ー
ジ

MaeMaaS運行情報

健診等のスケジュール

子育て教室等の

イベント情報

子供の給食・イベント情報

子育てコミュニティ情報

一時預かり所情報

散歩コースと

お店・スポット情報

イベント情報

利用者のニーズに応じたダッシュボード（グッドグロウまえばし） 14



共助と参画、信頼の基盤 めぶくＩＤ 15

• 本人性・真正性、セキュリティ・プライバシーを確保し、
パーソナライズされたサービスを安心安全に提供するために
スマートフォン上で実装されるデジタルID
（マイナンバーカードをトラストアンカーとして利用）

MNC×めぶくID
の

基本コンセプト

自己主権

ユーザーが自身の
意思に基づいて
主体的に提供する

データの選択/解除ができる
（ダイナミックオプトイン）

本人性

デジタル上で
法的根拠に基づき

本人が本人であること
を示す

（身分証明書の役割）

MNC×めぶくID
の
特徴

• めぶくIDは以下の強みを持った次世代のデジタルIDである
✓ デジタルIDにおける本人確認要件（本人性確認・真正性確認）を満たしながら、
✓ 自己主権型データ管理機能（ダイナミックオプトイン）を備え、
✓ サービス上では匿名で利用ができ、
✓ 自治体から民間サービスまで幅広く利用することができる

MNC×めぶくID
の
強み

利便性

持ち運びやすく使いやすい、
多様なプラッフォームで機能
する汎用性と携帯性

を有する
（匿名で利用ができる）

真正性

意思表示が本人の意思
であることを示す

（公正証書の役割）

マイナンバーカードめぶくID

マイナンバーカードで信頼を裏打ち、めぶくIDで匿名化

匿名性

実名としての本人性、匿名としての本人性を兼ねそろえているため
自分が誰だか分って欲しくない悩み相談や、意見表明などが出来る。同時に受ける側も確実に人が後ろに実在する相談や

意見であるとの安心感を持てる



◼ めぶくIDとオプトイン機能を持つデータ連携基盤があることで、
自己主権の考え方に基づき、自身が保持するデータをいつでもどこでも安心して
自身の意思に基づいて連携許可・解除することが可能（ダイナミックオプトイン）

◼ また、サービス事業者もマイナンバーカードをトラストアンカーに本人確認・認証が
できるため、本人を特定した状態でパーソナライズされたサービスの提供が可能

自ら自身のデータを管理できることにより、真のTrustを創出Trust
基盤

官民連携会社
めぶくグラウンド（株）

の考え方

万が一、事業者や提携先サービスとの間にコンフリクトが起きた場合には、

市民の利益を優先する考え方を徹底

ア
レ
ル
ギ
ー

情
報

学
習
情
報

電
力
情
報

イ
ベ
ン
ト

情
報

健
診
情
報

データ基盤

〇

×

××

めぶくグラウンド(株)がエージェントとして管理

etc…
Point2

提供データと利用
目的がわかる

Point１
適宜データの連携

許可・解除が可能
Point3

データの連携先を

選択できる

スマートフォンにより
“いつでも”、“どこでも”を実現

相互の信頼（with Trust）の基盤めぶくＩＤ×データ連携基盤 16

〇 〇 〇

めぶくID

Trust基盤を支えるダイナミックオプトインの仕組み
Point１：自らの意思に基づき、いつでもどこでもデータ連携許可・解除ができる
Point２：提供するデータと利用目的がわかる
Point３：自身のデータの連携先を、自らの意思に基づき選択できる
※ダイナミックオプトインはMNCをトラストアンカーとしためぶくIDと
オプトイン機能を持つデータ連携基盤により実現するもの



◼ 2022年10月６日、官民連携会社 めぶくグラウンド（株）を設立

◼ 誰一人取り残されることなくWell-Beingを享受することができる社会の実現 と
人々が自らの意志で共助型未来都市であるデジタルグリーンシティを創生すること を
支えることをMission/Visionに掲げ、ダイナミックオプトインの要となる
MNCをトラストアンカーにしためぶくID・データ連携基盤の運用を担う

地域企業などと共に新たな価値・サービス創出 市民の利益を優先するポリシーとガバナンス

全国の先駆けとなるモデル創出と展開

• デジタル田園都市国家構想が標榜するビジョン同様に地域
企業やスタートアップと共に新たな価値やサービスを創出して
いくことを志向

• 設立後間もないが、50を超える企業がめぶくグラウンドに賛
同してくださり、事業参画/協賛/出資など様々な形での連
携が見込まれている

• 上記創出した価値やサービスを軸に自走していく考えであるため、
データ連携基盤そのもので儲けていくようなモデルではない

• 新たなサービス/Trust基盤/運営組織と三拍子そろった
当該モデルを前橋だけではなく全国に広げていく
（自治体は既に構築された基盤と運用体制を活用できるので
早期・安価かつ安全に利用できる）

• 既に、連携する都市・自治体も具体化しており、今後も
デジタル＆ファイナンス未来型政策協議会などを通じて
展開を図る

• 全国に展開するためにはデジタルとしてのセキュリティはもち
ろん運用体制なども欠かせない

• めぶくグラウンド（株）は、組織内にデータガバナンス委員
会を設立し、個人の権利利益保護に努める

めぶきを支える めぶくグラウンド（株） 17



自身の意思に基づいてまちづくりに寄与する情報・データを流通させる基盤と仕組みの強化

・自らが蓄積したデータを自身に還元する「自分への還元」

・データを社会利用・可視化・分析に役立てることによる「社会への還元」

Trust
基盤

自己主権の考え方に基づき、自身が保持
するデータを自身の意思に基づいて連携す
る[Trust]を基盤とすることで、公共・民間
(金融・医療含む)など幅広くデータを活用

現
状

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
心
な
オ
プ
ト
イ
ン

（
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
オ
プ
ト
イ
ン
）
の
考
え
方

✓ 自由なデータ流通の重要性が増すなか、一部国では 「デジタル覇権主義」のような動きが見られ、日本はプライバシー・データ保護・
知的財産権・セキュリティに関する課題に対処しつつ、データの自由な流通を促進して消費者およびビジネスの信頼を構築していくこと
が求められている

Trust基盤の３つの特徴

①いつでもオプトイン

②サービス毎にオプトイン

③いつでもオプトイン解除

自身のデータを
個人に紐づけて提供し、
パーソナライズ化された
最適なサービスを受ける

自身のデータを
匿名化して流通させ、
データ提供者として
社会に貢献する

ケアマネージャー

宅配事業者による
在宅の参照

防犯事業者へデータ提供
→空き情報に基づき
地域の防犯対策を強化

交通事業者への
データ提供
→在宅情報に
基づく需要を判断

自分への還元、社会への還元の例（イメージ）

・・・・

データ提供先を
選べて安心

データが
匿名化
されて安心

ユーザー

家庭の
電力データ

ユーザー

家庭の
電力データ

匿
名
化

自
分
へ
の
還
元

社
会
へ
の
還
元

デジタルグリーンシティの方向性 ダイナミックオプトインの活用 18

めぶくIDで
いつでもどこでも
オプトイン

めぶくIDで
いつでもどこでも
オプトイン



◼ いつでも・どこからでも市内外の誰でも（e-市民）、前橋のまちづくりに参画できる環境

◼ 実名としての本人性、匿名としての本人性の担保により、心理的安全性の確保につながり、
リアル×デジタルで誰もが自由闊達にじぶん事としてまちづくりに意見を反映

新たなサービス創出の結果生まれたデータを連携

アイデア 共感

課題
意識

知見/
リソース

×

✓ 可視化した課題感を基に、
国内外・年代を問わず
リアル×デジタルで人々が
集い、課題を解消・アイデアを
実現するための知恵を
絞りあう

データ基盤

データに基づく
課題の可視化・集積

アイデアの集積 政策への反映 新たな
サービスの創出

✓ 健康データ、教育データ
等個人や街に関する
データをダッシュボードに
リアルタイムに反映し、
住民課題を浮き彫りにする

✓ データに基づいた課題分析、
利益代弁者ではなく、
自律分散型のようなコミュニティから
生み出されたアイデア出しに
基づく政策検討(EBPM)を行う

✓ また、一人一票と決めつけず
多様な意見を尊重し、デジタルの力で
票の重みづけなどを行い真の民意を反映

✓ 国内外・年代を問わず
リアル×デジタルで人々が
集い、新たなサービス創出
並びに既存のサービスを行い、
まちづくりへの参加が加速する

×市内イノベーション・コミュニティ拠点施設に
老若男女を問わず、誰でも
いつでもまちづくりに参画可能 デジタルリアル

国内外から老若男女を
問わず、誰でもいつでも
まちづくりに参画可能

個々人の意見を
ぶつけあいながら、
コミュニティを形成

・・・ ・・・

リアル×デジタルでコミュニティが活性・拡張し、じぶん事のまちづくりが加速

プチ創業の連続の結果、
巡り巡って

ソーシャルインパクト
ファイナンスが創出され、
さらにプチ創業が連続

デジタルグリーンシティの方向性 Democracy2.0 with Trustの実装 19

めぶくIDで
いつでもどこでも
オプトイン



めぶくEYE 20
※デジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装タイプ）

TYPE3 前橋市申請事業



既存の取組と連携
シナジーを発揮

めぶくファーム 21
※デジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装タイプ）

TYPE3 前橋市申請事業

だれでも自由にまちづくりに参画できる、自律分散型コミュニティを形成

めぶくファーム

ソーシャル
インパクト
ファイナンス
の創出

ダッシュボード
機能

データを収集・分析し、
まちの課題を可視化する

課題に対し市民や
企業が集い
コミュニティが生まれる

意見交換に基づき
課題解決施策や、
プチ創業が生まれ続ける
る

めぶくID
連携

投票
機能

市民会議

高校生・
大学生会議

スレッド・
投稿機能

マッチング機能

XXの悩みを
解決したい…！

社会への
実装が広がり、
街づくりが活性化

データ連携
基盤

共助ポイントの
付与

新たな資金の
流れが生まれる

リアル×デジタル
で自律分散型
コミュニティ
形成可能

会議イメージ（リアル・オンライン）
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